古典籍の二次資料をつかってみる

はじめに

司書課程で履修する科目の多くは、実践的･実務的な性格を色濃く持っている。理念を学ぶことは大切なことであるが、ともかく、実際に図書館を利用してみること、各種OPACや総合目録により検索を試みること、図書館で参考図書を出きるだけ多く使って調べてみること、こうしたことが、なにより大切である。

そして、このような図書館利用の〈技法〉を真に身につけていくためには、自分自身の必要性に駆られて調べること、また興味のあることをとことん調べ、それを突破口にしながら調査方法を学んでいくこと、こうしたことが重要である。もちろん図書館カウンターでの実際の場面にあっては、利用者のさまざまな分野の照会事項に対して回答していくわけであるが、そうしたときに、自分が必要に駆られ、切実な思いで実際に調べた体験というのは、身にしみて覚えているものだし、それゆえ応用力がきいてくるというものである。ぜひ、自分の関心領域や自身に必要な事例を設定し、そのテーマにそって実際に使ってみることをお勧めしたいと思う。

さて、ここでは、古典籍の二次資料のうち、主として所収を示す参考図書を、リレーショナルに使うことにより、目的の資料に到達する、といった事例を示した。この「所収」という言葉はいささか聞きなれないものであるが、ある書物に作品などが収録されてあることをいう。また同種のことばとして、新聞・雑誌や書物に記事や情報が載っている「所載」というのもあるが、この両者は厳密に区分して使われない場合も多い。そしてもうひとつ、「所在」情報というのも大切な言葉である。これは言うまでもなく、その資料がどこの図書館や機関に所蔵されているか、という情報のことである。それでは、こうした基礎知識をもったうえで、いくつかの便利な二次資料を使って、目的の資料をさがしてみることにしたい。

Ⅰ 『日本随筆索引』の巻

１、『日本随筆索引』に、ある事項がどんな古典作品や古典資料に載っているかを調べる。

この太田為三郎『日本随筆索引』（1901.9 東陽堂、増訂版は1926刊）というのは、ある事項が江戸時代のどんな随筆に所載であるかを調べるための資料である。つまり江戸時代の事象やことがらが江戸時代のどんな版本や写本（もちろんその後に活字版が刊行されている場合もある）に掲載されているかということを調べるために、その事象や事柄が描かれている版本などを索引化したものである。

この太田為三郎は、明治24年に国立国会図書館の前身である帝国図書館の司書となった人物で、実はこの索引は、公刊される5年ほど前から現場で参考調査のために使われていた、いわゆる自館作成補助ツールズであった。つまりこの索引は、現場で実際に試され鍛えられた後に公刊されたというすぐれものというわけである。

ちょっとここで、ここで使われている「随筆」ということばに注意をはらっておこう。江戸時代の文人たちの使用する「随筆」というのは、今によく使われるエッセイといった意味の「随筆」とは意味内容が異なっている。それは、かれらが、メモや物覚えのために書きつけたもの、先人の著作から書きぬいたものに自身の考え（按文）を多少加えたものなどを含め、はるかに広範囲の作品のことを指している。

さて、この索引で、たとえば「陰陽師」をひいてみる。すると、太田の手で調べられ索引化された、「陰陽師」という言葉が使われている随筆などの古典資料の一覧が示される。

図版１『日本随筆索引』の「陰陽師」
課題① 「亀山ノ敵討」を調べてみよう。これはどの随筆に収載かを「収録書目」で確認しておこう。

課題② 「陰陽師」「陰陽道」を調べてみよう。そのなかのどれか、興味のありそうな事項がどの作品に収載されているか、「収録書目」で確認しておこう。

課題③ 「引用」と言う事項を調べて、江戸時代の文人の、引用する場合の心得など、どの作品で述べられているか、みてみよう。

  ここに示された資料の略称については、「凡例」のあとの「収録書目」に示される。

図版２『日本随筆索引』の「収録書目」

ここには、事項の所載資料が、原本だけでなく翻刻版や活字版も示されている。ただこの活字版については、この『日本随筆索引』の編集･刊行がふるいこともあって、現在参照できる資料はもっと増えている。こうしたタイムラグは、印刷媒体の持つ宿命ではある。

２、『日本随筆索引』所載の古典資料がどの図書館に所蔵であるか、また活字版に翻刻されているかどうかを調べる。

この索引により、いくつかの事項がどの資料に所載であるかがわかったので、今度はその古典資料を捜していく。その古典資料については、大きく、原本を捜す場合と、活字に翻刻された活字版を捜す場合とがある。原本は、写本であるにせよ版本であるにせよ、元々くずし字とか変体仮名で書かれていることが多いので、ここでは、われわれ現代人にも読めるような活字に翻刻されている「活字版」をさがしてみる。

『日本随筆索引』の収録書目でみつけた資料を、『国書総目録』全8巻や『国文学複製翻刻書目総覧』正･続 で調べる。『国書総目録』には、その資料の別書名や著者名、成立などの説明のほか、各種写本や版本の所蔵図書館が記載され、さらに影印版や活字版の有無も記載されている。影印版は原本の写真複製版なので、我々にも容易に読むことができるものを捜すには、「活字版」をさがせばよい。なお『国書総目録』を調べる場合、第8巻の補遺および続編である『古典籍総合目録』も合わせてしらべてみる。

もしも原本を閲覧するという場合は、相手館に資料の所蔵の有無を確認したうえで、その館の閲覧方式により閲覧することになる。影印版や活字版を見る場合は、その資料や所収の資料集･文学大系などの所蔵･所在をOPACなどで確認して閲覧すれば、これで目的の資料に到達できることになる。

Ⅱ、『古事類苑』の巻

１、『古事類苑』索引により事項が収載の資料を読んでみる。

『古事類苑』は、明治時代に入ってから長い年月をついやして編纂されたもので、国初より明治維新までにわが国で出版されてきた古典資料（国書）にどういった事項が収載されているかを調べ、事項を抜書きして編纂したものである。ここで、『古事類苑』索引編からいくつかの事項を調べ、その事項がどの古典作品や資料に載っているかを調べてみることにしよう。

課題④ 索引から「愛宕山」「愛宕神社神宮寺」を調べて本編から該当の個所を調べてみよう。

課題⑤ 「陰陽師」から「日蝕」の事項や「幕府への参賀」のことなど、本編にあたって、引用部分を読んでみよう。

課題⑥ 「ふみくら（文庫）」を本編で調べてどの本に記載かを調べてみよう。

課題⑪ 「蒸気船」を調べてみよう。

課題⑫ 「心中」を本編で調べて読んでおこう。

それぞれの事項の収載されている本編の各部にあたると、その事項について記載された古典作品名だけでなく、その作品から抄録（抜き書き）された該当の文章などを読むことができる。この『古事類苑』にみられるような、抜き書き形式の事典を「類書」といい、本書は、わが国で編纂された最後で最大の類書とあるとされる。類書は中国でよく行なわれた一種の百科事典の形式で、わが国でも江戸時代には類書が多くの文人の手で編纂され、そうした手法が明治維新後も引き継がれたのである。この『古事類苑』も多くの人びとの努力により完成したもので、その編纂経緯の詳細は巻頭の「古事類苑編纂事歴」に示されているが、そこにはこの『古事類苑』という索引や抄録を作成した人々の血のにじむような苦労が刻まれている。そして現在われわれは、こうした先人の労苦の結果を、「参考図書」と称する資料として便利に利用させてもらっているのである。

この『古事類苑』のほかにも、この時代、項目を50音にならべて該当の記事を含む国書名をあげた、物集高見『群書索引』、項目ごとに記事を抄出した『広文庫』が刊行されている。いずれも、艱難辛苦の書誌である。

さて、こうして我々は、『古事類苑』本編の抜き書きまで到達した。もちろん、それを読むだけでもよい勉強になり用が足りる場合もあるのだが、ここでは、先人たちの努力と労苦に想いを巡らせ、我らが意気込みを示すためにも、その資料の「活字版」をさがして、全文にあたってみることにしよう。その作業は、基本的には、『日本随筆索引』の巻でたどったものと同じである。『古事類苑』本編に記された書目を、『国書総目録』で原本や版本、活字版にあたり、また『国文学複製翻刻書目総覧』で翻刻版にあたるというわけである。

Ⅲ、古典作品の集成

ここで、古典作品を集めた資料集をすこしあげておく。原本を写真撮影した影印版には、『天理図書館善本叢書』や『大東急記念文庫善本叢刊』のように貴重書を数多く所蔵している図書館･文庫の蔵書を影印したもののほか、『近世文学資料類従』『日本古典文学影印叢刊』などがある。

また、こうした影印版ではなく、我々にも読むことができるいわゆる活字版では、『日本古典文学大系』

『新日本古典文学大系』『新編日本古典全集』『新潮日本古典集成』『日本随筆大成』などが有名である。これら活字版の古典作品集成は、さきの『国書総目録』や『国文学複製翻刻書目総覧』の収載書目一覧？？？？？に示されるように、多数存在しており、ここにあげたものはほんの一部である。ちなみに、この『日本随筆大成』には新版と旧版があり収録作品が異なっているので注意が必要である。

Ⅳ、古典作品の解題

その書物や作品について、作者や著作の由来・内容を解説したものを解題というが、古典作品を解説した解題書の主なものには、次のようなものがある。江戸時代に刊行され明治になってからも印刷され利用された尾崎雅嘉『群書一覧』、西村某『続群書一覧』、佐村八郎『国書解題』など。そして先の『国書総目録』も、実は、『国書解題』では充分な役割を果たせないと問題意識を持って「岩波版国書解題」の編集作業を昭和14年に開始し結局戦後に『国書総目録』となって結実した、というものである。また『国書人名事典』はその姉妹編というべきものである。

 古典作品を解説したものとして、日本史領域の、吉川弘文館『国史大辞典』全15巻17冊、『日本史文献解題辞典』なども使えるが、国文学関係の辞典として詳細なものは、岩波書店『日本古典文学大辞典』全6巻、明治書院『日本古典文学大事典』、明治書院『研究資料日本古典文学』全12巻、勉誠社『日本古典文学研究史大事典』などであろう。この岩波『日本古典文学大辞典』には、項目として立てられた主要作品について、その活字版や翻刻版の情報も載っていて便利である。

Ⅴ、マイクロ資料データベースと原本の複写

ここまで、資料探索を例示しながら、原本および翻刻版、活字版について述べてきたが、さいごに近年整備されてきたマイクロフィルム版についても述べておく。国文学研究資料館では、長い期間を費やして、全国各地の古典籍を調査しマイクロ化しマイクロ所蔵というかたちで蔵書化してきた。それらは、「マイクロ資料・和古書目録データベース」（http://base1.nijl.ac.jp/~wakosho/）と称し、現在マイクロ所蔵しているもの約175,000件および同館所蔵の8500件の目録情報である（平成15年8月）。このデーベースでは、実際に検索したマイクロ資料について、その複写（紙焼きなど）を申しこむこともできる。もちろん、他館の原資料については原資料所蔵者の事前許可を要するものもあるが、基本的には、国文学研究資料館を経由して、入手することができるようになった。

Ⅵ、むすび

以上、いわゆる二次資料といわれる古典籍の目録類や作品集成および解題書などを概説してきた。さいごに、その他の主要な古典籍に関する参考図書をあげておきたいと思う。

書誌学辞典としては、川瀬一馬『日本書誌学用語辞典』、広庭基介 長友千代治『日本書誌学を学ぶ人のために』、中野三敏『江戸の板本』、岩波書店『日本古典籍書誌学辞典』などが参考になるが、たとえば、『森銑三著作集』[正]続 など、索引から検索して本文にあたることで辞典かわりにも使うことができるので、そうした手法も覚えておくとよいだろう。

人名については、先にあげたものの他、國學院大學日本文化研究所『和学者総覧』、安藤菊二『江戸の和学者』＊＊＊＊＊などがあるが、そのほか、各種の著述目録や総合的事典、隣接領域の人名辞典も使える。さらに号･別号辞典や難読姓氏辞典など関連のレファレンス資料なども合わせて覚えておくとよい。

蔵書印については、小野則秋『日本の蔵書印』、渡辺守邦 島原泰雄『蔵書印提要』、『国立国会図書館蔵書印譜』や、さらに『国史大辞典』などでも多くの印譜が掲出されている。

ほかに、出版者を検索する資料や近世書籍の研究文献目録なども存在するが煩雑になるので、これくらいでとどめておく。

ともあれ、自分に必要な事例や興味のある事柄に関して、自分自身でできるだけ多くの二次資料にあたって実際に調べて見ること、複数の資料にあたって比較検討し出典や参考文献の有無などを確認しつつ便利で使える資料を自分の手のうちにいれていくこと、また時には凡例を読んでその資料の使い方をよく知り2倍も5倍も上手に使いこなすことができるようになっていくこと、こうした体験と努力がなにより大切であると考える。まさに「必要は発明の母」であり「百聞は一見に如かず」の言の通りである。

